
2021.12
「炉端の会」のひとり言

◇19期有志による見学会「房総のむら」と「国立歴史民俗博物館」

コロナ禍で繰延になっていた19期有志による見学会が11月13日（土）に
ようやく実現しました。

予定時間を超過し、慌てて「歴博」へ移
動。２時間で広大な展示室を駆足で廻り
ました。日本の古代から現代までを網羅
する素晴らしい展示を前に消化不良は避
けられず、後ろ髪をひかれる思いで「再
度ゆっくりと訪問する機会を作りましょ
う」ということになりました。駆足続き
でしたが、お天気にも恵まれ一同存分に
見学会を楽しんだ一日でした。

小春日和の快晴の下、「房総のむら」
では再現された商家の町並みや上総・
下総・安房地方の農家、重文の旧御子
神家住宅、有形文化財の旧平野家住宅
を見学。炉端の会で培った知識で民家
園の建物と比較してみたり、前庭で作
業するボランティアの方々との会話を
楽しんだりしました。

◎房総のむら（千葉県印旛郡）

◎国立歴史民俗博物館（千葉県佐倉市）

（１９期参加メンバー。上総の農家にて）

（上総の農家 前庭で） （国重要文化財 旧御子神家住宅）


